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ERATOセミナ 2010- No. 11

山登りは大変なので沢登りアルゴリズム

宇野毅明
国立情報学研究所

2010/8/6

概要

山登りアルゴリズムは非常に多くの問題に対して採用されているが、極小元を見

つける場合、極小元とは関係ない高い山を登り切ってしまうという意味で無駄が多

くなり、効率的でなくなる。本発表では、ハイパーグラフ双対化という極小元列挙問

題に対して、極小解を山の頂上にして山登りアルゴリズムを適用するというアルゴ

リズムを提案し、効率的な計算方法も合わせて提案する。計算実験により、本アルゴ

リズムは多くの問題に対して非常に効率良く動くことを示す。
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